



















































　 95/96 00/01 02/03 03/04 04/05 05/06
供給量 3451 3590 4134 4253 4311 4540
需要量 5145 5280 5343 5388 5442 5496





















　 1961 1981 1991 1998 1999 2005
 栽培面積（万ha） 3.6 5.2 6.1 4.8 17 19
 単　　収（ｔ/ha) 10.8 11.9 12.8 12.8 8.2 10.9
 生 産 量（万ｔ) 39 62 78 61 140 207
　 1985 2005















































































































































目 標 一 般 圃 場 試  験  地
　 平 均 最 多 平 均 最 多









































































































蘭谷１号 蘭谷２号 蘭谷３号 蘭谷４号 蘭谷５号
新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧
京畿 12.6 26.3 17 16.9 15.2 18.9 11.5 13.1 15.2 13.6 16.4
忠北 7.1 21.8 19.1 20.4 14.8 24 20.5 22.6 8.2 15.6 15
忠南 19.6 21.4 23.2 23.6 22.8 27.1 23.1 30.5 27.5 20.3 23.1
全北 9.9 20.8 23.6 16 13.2 24.8 6.5 27.4 14.7 20.6 11.8
全南 20.8 11.4 12.6 21.5 17.5 19.1 19.2 15.6 24 11.6 19.8
慶北 10.5 15.6 2.8 18.8 6.6 17.2 4.9 17.4 11.4 8.8 3


















































KAPRI「농업부문 대북지원 및 협력모델 개발 연구」(2004.12)
KAPRI「전환기북한의농어업,농어촌 그 실상과 대책」(2003.11)
金成勲著、三浦洋子訳『北朝鮮の農業』農林統計協会（2004年）
김승열[북한의 감자산업현황 및 문제점과 발전방안]「남북한 고랭지 감자산업 
현황과발전방안」NIHA(2005) 







NIHA『북한과 중국의 농업현황』 (2007. 5)
三浦洋子「일제강점기조선난곡기계농장의대규모농장제유축전작농업경영실






WV 「격변시대에 남북함께사는길 -농업협력 어똥개할것인가-」(2007.６.13)
－89－
北朝鮮じゃがいも栽培への日本人の関与　三浦
KREI：한국농촌경제연구원（韓国農村経済研究院）
KAPRI：통일농수산정책연구원（統一農水産政策研究院）
NIHA：농촌진흥청고령지농업연구소（農村振興庁高冷地農業研究所）
WV：월드비전북한농업연구소（ワールドビジョン北朝鮮農業研究所）
注１）金2004：第2章参照。
注２）KAPRI2004：第4章参照。
注３）NIHA2007：p.42
注４）김2005：p.34 ～ 56
注５）WV2006：p.20 ～ 31
注６）김2005：p.43
注７）佐藤2002、佐藤2005を参照。
注８）志雲生2005、三浦2008、三浦2008,9を参照。
注９）名古屋俘虜収容所のドイツ人たちは、当初北海道へ移住して、ドイツ式有畜畑作
農業を行うことを希望したが、土地の問題で蘭谷へ渡ることになった。5人のドイ
ツ人たちはいずれも教育レベルが高く、農業や商業、手工業を専門としている集団
であった。
注10）蘭谷機械農場1933を参照。
注11）韓国国立農業遺伝支援センターのH.P（http://genebank.rda.go.kr）には、「蘭
谷１号は収量が多く、病気に強く、男爵いもの次に普及している」と書かれている。
（みうら　ようこ　本学准教授）
